
家庭教育は、すべての教育の出発点です（文部科学省 HP より）。 

しかしながら、家庭環境が多様化したり、地域での繋がりが希薄化したりして、子育てに悩みや不安、孤立

などを感じている家庭も少なくありません。家庭教育に対する支援の必要性がより一層増してきています。 

「家庭教育支援者養成研修会」は、身近な地域における家庭教育の支援者の育成を目的にしています。今年

度は、以下の内容で全３回の研修会を開催しました。 

【第１回】  講  義  「AI に負けない力を育む ～ことばは子どもの未来を拓く～」 

講  師  IPU・環太平洋大学 次世代教育学部教授 内田 伸子 様 

自由遊びの時間が確保された子ども中心の保育によって語彙力が向上することや、子どもにとって遊

びは脳を活き活きと働かせる重要な活動であることを御講義いただきました。 

【第２回】  講義・演習  「 家 庭 教 育 支 援 に 活 用 で き る 面 接 ス キ ル 」 

講  師  常磐大学 人間科学部 教授 秋山 邦久 様 

コミュニケーションの場面では、内容よりも、姿勢や視線、テンポなどの方が相手に与える影響が大

きいことと、それらを相手に合わせることで関係をより深められることを御講義いただきました。 

【第３回】  講義・演習  「デジタル時代の子育てを考えよう ～子どもとスマホ、大人とスマホ～」 

講  師  インターネット利用アドバイザー 大久保 真紀 様 

小中学生のインターネットの利用実態や、子どもたちにインターネットの危険性や脅威を自分事とし

て捉えさせるためのポイントについて御講義いただきました。 

 

【受講者の感想より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 令和5年11月28日(火) 

 

 

 

★新潟県の生涯学習の情報なら 

 

○家庭教育を支援する立場として、子どもの発達についてわか 

りやすく話が聞けたのでよかった。 

○具体的なスキルを教えていただいたので、すぐに実践できそ 

うだと感じた。 

○相談業務や支援業務ですぐに実践したいスキルを学ぶことが 

できた。 

○とても具体的かつ実用的な内容で、様々な場面に活用できる 

と思った。 

○これから何をしなければならないか考える機会になった。 

○今後の家庭教育支援で何が大切なのかを講師から聞いたり、 

受講者同士で話し合ったりすることができてよかった。 

○子どもと保護者の笑顔を想像しながら受講することができた。 

◆次年度も充実した家庭教育に関する研修会を予定しています。 

多くの皆様の参加をお待ちしています。 

 お問い合わせ：新潟県立生涯学習推進センター TEL 025-284-6110 

http://sozai.hon.pref.niigata.jp/1224698480065.html

